
3インテリジェンスに基づくカナダのメダル獲得戦略計画の成果と評価

1 ．はじめに

第21回冬季オリンピック競技大会が開催され

たカナダバンクーバー大会では，アメリカ合衆

国が37個のメダルを獲得し，最多メダル獲得国

となった。

一方，開催国となったカナダは，金メダル獲

得数では世界第 1 位となり，前回のトリノオリ

ンピックを上回った。この成果の背景には，開

催国のアドバンテージによる影響も考えられた
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［Abstract］

Based on the strategic plan for performance enhancement of Canadian athletes this study 
investigated the performance of Canada at the Vancouver Olympic Winter Games 2010; Canada’s 
medal count, results of strategically invested sports and the results an athlete’s recruitment 
program.

The Vancouver 2010 results for Canada show a 95.44% improvement in the Gold Medal 
acquisition rate compared to the Torino Olympic Games 2006, and therefore Canada achieved 
a better result than USA and Germany. Moreover, strategically invested “Tier2” sports, 
contributed a lot to Canada’s medal acquisition. In addition, athletes recruited and transferred 
from other sports through the Talent Identification Program won Gold medals. Overall it can 
be said that the preparation of Canadian sports for the Vancouver Winter Olympic Games 2010, 
based on a strategic plan for performance enhancement was successful and a resulted in a very 
strong performance of the Canadian Team. 
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が，最も注目すべきは，自国開催が決定したト

リノオリンピック（2006年開催）以前に策定さ

れた国の長期戦略計画による影響が大きいとさ

れる。この計画は「Own The Podium」（以下，

OTP）と呼ばれ，表彰台の独占をねらいとし

ている。

長期計画を遂行していく中で，選手やコーチ

などの人材の育成や組織の改革は，短期的な取

り組みで成果を得ることは困難である。そのよ

うな中，OTPによって人的資源の有効活用戦

略や強化費の効率的且つ重点的な投下戦略，さ

らに国内のスポーツ組織の統合戦略そして最先

端の医・科学サポート戦略などの充実が実現さ

れたが，今後，この成果は国際競技力向上方策

に取り組む世界各国から注目されると考えられ

る。

我が国においても，これらの取り組みについ

て情報収集と分析を行っていくことは，国際競

技力向上に対するインテリジェンスの観点から

捉えても重要な意義がある。

本研究は，バンクーバーオリンピック大会開

催中に，インテリジェンス活動を行い，そこで

得られた情報および分析の結果を基に，カナダ

におけるバンクーバーオリンピックのメダル獲

得状況等からOTPの取り組みに関する成果を

評価することとする。

2 ．OTP戦略プラン策定までの概要

2004年 2 月 2 日，カナダの冬季スポーツは，

カナダオリンピック委員会，カナダパラリン

ピック委員会，スポーツカナダ，そしてバン

クーバー冬季オリンピック・パラリンピック大

会組織委員会から構成された委員会を発足し，

2010年バンクーバー冬季オリンピック競技大会

で35個のメダル獲得を目指すことを目標に掲げ

た。

この目標達成のためには，長期戦略プランを

策定させ，効率的に全ての機能が円滑化させる

ことを実施した。具体的にはメダル獲得の可能

性があるアスリートの数を増やし，強化費や科

学的サポートの質を向上させ，オリンピック競

技大会でのカナダの成功率を向上させることで

ある。もし，この戦略計画が実行されず，従来

通りの取り組みであれば，2010年のメダル獲得

数は，16個が現実的であるとした。 

2010年のカナダのメダル獲得数は，過去の成

功率とメダル獲得の可能性がある競技者（ワー

ルドカップサーキットでトップ 5 の成績を 2 回

達成した者）から予測した。2002年冬季オリン

ピック競技大会でのカナダの成功率は27％で

あったが，他の22カ国の成功率が33％であった

こととカナダを除いたトップ 5 の国の成功率は

64％であったことを考慮して，目標達成のため

の強化方策としてOTPが策定された。

OTPの推進においては，次の 3 つの観点から

構成される。 1 つは資金の統一である。OTPの

評価委員会は， 7 ～10名のスポーツ分野の専門

家によるハイパフォーマンススポーツコミッ

ション（以下，HPSC）を組織し，HPSCが競

技力向上に関するすべての資金を配分すること

となった。

2 つ目は，競技団体間の連携である。スノー

スポーツは，より効果的に情報を共有するため

に，必要に応じて共通した問題点を解決するた

めに連携し，協力しなければならない。また

滑走スポーツでは， 1 つの団体に統一するこ

とによって組織のマネジメントを効率化する

ことである。 3 つ目に重点種目の優先順位で

ある。スケートなどの屋内競技種目のような
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フラットアイススポーツやスノースポーツ，さ

らにシューティング，滑走，ジャンプなど屋外

施設が必要となるスポーツに分類し，これらを

競技団体個別の評価に基づいて， 3 つの階層

（Tier1: Must win, Tier3: High priority, Tier2: 

Targeted）に分類した 1 ）。

一方，全ての競技団体は，次の説明責任を担

うことが求められた。まず，世界ランキングの

ベンチマークを伴う競技者育成モデルを有し，

新たな競技者のリクルートメント戦略を考案し

実施する。そして，パフォーマンス向上チーム

の配置とプロフェッショナルコーチングスタッ

フの育成，さらに強力かつ安定したリーダー

シップを示すことである。

次に 2 つの構成要素からなるハイ・パフォー

マンスデリバリーシステムを推進した。その第 1

として，トレーニング開発，競技会の開催，ス

ポーツ科学テスト，モニタリング及び医学サポー

トである。第 2 は，“Top Secret 2010”という新

しいプログラムである。これは，競技団体への日

常のプログラムサービスと並行して，HPSCの指

示のもと，パフォーマンス向上に必要となる，新

しいトレーニングプログラム，栄養，心理などの

サポートである。 またテクノロジー研究開発と

して，摩擦を軽減する新しいマテリアル開発とカ

ナダの競技者にアドバンテージを与えるテクノロ

ジーの開発を目指した。

3 ．メダル獲得の実績

カナダにおけるメダル獲得の実績は，金メダ

ル14個，銀メダル 5 個，銅メダル 5 個であり，

金メダルの獲得数では世界第 1 位であったが，

メダル獲得総数では24個となり，アメリカ37個，

ドイツ30個に次いで第 3 位となった。

2006年トリノ大会との結果を比較した場合，

まずトリノ大会では， 3 カ国のメダル総数（252

個）に対する占有率は30.95％であり，その内訳

はカナダ9.52％（24個），アメリカ9.92％（25個），

ドイツ11.51％（29個）であった。一方，バン

クーバー大会のメダル総数は，258個であったの

に対し， 3 カ国のメダル占有率は36.05%であっ

た。その詳細はカナダ10.08％（26個），アメリカ

14.34％（37個），ドイツ11.63％（30個）であった

（図 1 ）。

この 3 カ国においてトリノ大会との国別メ

ダル占有率の変化率を比較した場合，全体と

して46.52％のプラス傾向を示し，その詳細は

カナダ25.88％，ドイツ67.14％そしてアメリ

カ34.28％であり，メダル別では，金メダルで

カナダが95.44％と最も高い値を示し，次いで

銀メダルではアメリカの39.55％，銅メダルで

はドイツの418.21％を示した（図 2 ）。さらに，

カナダが階層分けをしたTier別に相当する競技

種目をアメリカ，ドイツにおいても同様にグ

ループ化し，それぞれをT-testにて有意差を求

めた（図 3 ）。その結果，Tier1においてカナダ

とドイツ及びアメリカ間に 5 ％水準未満の統計

的有意差が示唆された。

次に，このカナダのメダル獲得状況をTier別

メダル獲得の実績として表 1 に示した。まず

Tier1の競技は，“must win”として位置付け

られていたが，全ての種目でメダル獲得を達成

することができた。しかしトリノ大会に比べ

てスピードスケートはマイナス 3 個となった。

Tier2では，“High priority”として位置付けら

れ，メダル獲得はフリースタイル，スノーボー

ドの 2 種目のみであった。しかしながら，クロ

スカントリーでは，トリノ大会で 2 つのメダ

ルを獲得したものの，本大会では 0 個で前回
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比マイナス 2 個という結果になった。Tier3は，

“Targeted”として，ボブスレーとスケルトン

でメダルを獲得したが，スケルトンで前回比マ

イナス 2 個であった。しかしながら，トリノ大

会まで入賞できなかったバイアスロン，リュー

ジュが入賞を果たすことができた。

4 ．強化費配分の実績

OTPによる2005-2010 2 ）のTier別強化費割合

では，Tier2が最も多く40.4％を示した（図 4 ）。

Tier2の競技種目構成からすると，全ての競技

種目は屋外で実施される特徴があり，確実にメ

ダル獲得を期待されるTier1の競技よりも，実

際にはメダル獲得の可能性がある競技種目に多

額の強化費が投下された。各競技団体に配分さ

れた強化費のうち，2005年から08年の 3 シーズ

ンで，最も重点的に資金が投入された項目は，

スポーツ医・科学分野におけるサポートであっ

た（図 5 ）。また，2005年から5シーズンにわた

る強化費の配分の推移は，Tier2が，強化費の

重点配分を安定的に占めていたが，オリンピッ

ク開催の直前は，Tier2，Tier3が減少し，代

わってTier1への配分が増加した（図 6 ）。

さらにその詳細について調査したところ，メ

ダル獲得を期待される競技種目に対して強化費

の重点投下を狙いとする競技団体にはミッショ

ンスペシャリストの雇用や施設への費用に重点

がおかれた。具体的に競技種目別の詳細では，

フィギュアスケートにおいては，国内施設を

活用した合宿に予算を投資し，理学療法士，ス

ポーツ心理学者，ストレングス＆コンディショ

ニングエキスパート，そしてパフォーマンスア

ナリストなど選手のサポートチームを雇用した。

表１ Tier別メダル獲得数と前回大会との比較

Tier 競技種目
メダル 合計

（前回比）
メダル
獲得率G S B

Curling 1（±0) 1(＋1) 0（−1) 2 7.69Curling 1（ ) 1( ) 0（ ) 2 7.69

Figure skating 1(＋1) 0（±0) 1（±0) 2(+1) 7.69

1 Ice hockey 2(＋1) 0（±0) 0（±0) 2(+1) 7.69

Short track speed skating 2(＋２) 2(−1) 1（±0) 5(+1) 19.23p g

Speed skating 2（±0) 1(−3) 2（±0) 5(-3) 19.23

Alpine skiing 0（±0) 0（±0) 0（±0) 0 0.00

2 Cross-country skiing 0（−1) 0（−1) 0（±0) 0(-2) 0.00

Freestyle skiing 2(＋1) 1(＋1) 0（±0) 3(+2) 11.54

Snowboarding 2(＋２) 1(＋1) 0（−1) 3(+2) 11.54

Bobsled 1(＋1) 1（±0) 1(＋1) 3(+2) 11.54

Bi thl 0（±0) 0（±0) 0（±0) 0 0 00Biathlon 0（±0) 0（±0) 0（±0) 0 0.00

0eguL （±0) 0（±0) 0（±0) 0 0.00

3 Nordic combined 0（±0) 0（±0) 0（±0) 0 0.00

Sk l 1（ ) 0（ ) 0（ ) 1( 2) 3 85Skeleton 1（±0) 0（−1) 0（−1) 1(-2) 3.85

Ski jumping 0（±0) 0（±0) 0（±0) 0 0.00

Total 14（＋７） 7（−３） 5（−２） 26（＋２） 100.00

＊( )内の数字は、トリノ大会とのメダル数の比較

表 1　Tire別メダル獲得数と前回大会との比較
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スピードスケートショートトラックチームには，

ホームアドバンテージを最大限に活用すること

ができるパシフィックコロシアムでトレーニン

グが行なわれた。ここでは，コーチとサポート

スタッフの雇用費用に対して，OTPを活用し

た追加サポートを受けている。また高いレベル

のサポートスタッフ，世界でも優秀な心理学者，

理学療法士，ストレングス＆コンディショニン

グエキスパート，そして運動生理学者を配置し

ている。これらのスタッフは，コーチとともに

ハイパフォーマンスの環境づくりを行った。一

方ロングトラックチームは，各選手のパーソナ

ルサポートチームの活用によって，身体的，心

理的そして技術の面で，確実に世界をリードす

るプログラムを考案した。カーリングチーム

は，理学療法士，ストレングス＆コンディショ

ニングエキスパート，コーチそして心理学者を

雇用しサポート体制を構築した。またOTPに

よって世界クラスのカーリング施設でもあるエ

ドモントンのSaville Centerで 3 次元カメラシ

ステムを導入し，即時フィードバックシステム

を活用しゲーム分析を行った。カナダを代表す

るアイスホッケーでは，特に女子チームに対し

て，選手のトレーニングと試合の機会をとおし

て，コーチやサポートスタッフのための費用を

追加した。さらに，チームの育成に適切な戦略

立案のサポートとビデオ分析システムの導入に

費やした。

Tier2ではアルペンの$10,447,000が最も高い

強化費の配分を受けたが，オリンピック直前年

の2009年−2010年シーズンは全体的に減少傾向

を示した。競技種目の詳細を示すと，アルペン

スキーにおいて，事前対策としてテスト滑走

をウィスラーで実施し，GPSを活用したビデオ

テクノロジーを導入したサポートが実施された。

またスノーボードの全 3 種目がOTPのサポー

トを受けている。ハーフパイプでは，カルガ

リーのカナダオリンピックパークにワールドク

CA$（×1,000
）

2500

2000

Tier2

1000

1500

Tier1

500
Tier3

0

図６ シ ズン別強化費の推移図６ シーズン別強化費の推移
図 6　シーズン別強化費の推移
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ラスのハーフパイプ施設を建設し，トレーニン

グキャンプ中の施設維持に対するサポートを含

む，雪上トレーニングの機会を最大化する為の

資金提供を実施した。その他にも，コーチやコ

ンディショニング&ストレングスエキスパート，

スポーツ心理学者，さらにフィジカルセラピス

トを含むサポートスタッフのための資金とした。

モーグルチームは，コーチングスタッフとサ

ポートスタッフを増やしたことが特徴とされ

る。例えば，エアリアルの宙返りの規則が変更

になったことから，OTPの強化費を追加投入

し，エアリアルの専門コーチを雇用した。この

専門技術によってカナダは，選手の能力が最大

限に発揮することを目的とした長期育成の戦略

プランを立案し，加えて，コーチとスタッフの

サポートを増強したことによって，エアリアル

プログラムのサポートを最大限に受けられるよ

うになった。具体的には，選手とコーチが試技

直後に多視点から動作を確認するために，専門

技術者を雇用した。またビデオキャプチャーで

レースの状況分析や戦略をオンサイトで選手

とコーチに戦略的に評価してもらえるようにパ

フォーマンス技術をサポートした。この情報は

レースプランとスプリントレースの分析をコー

チに提供するためのものである。

Tier3では，各競技団体の強化費の配分は少

ない傾向を示した。今回大会の参加人数が最も

少ない（40名）グループであることと，前回大

会のメダル獲得および入賞者が最も少ないこ

ともあり，強化費の配分は少ない。Tier3に分

類されるスキークロス競技は，2006年トリノ

オリンピックの後に国際オリンピック委員会が，

オリンピックの新種目に加えた。OTPはバン

クーバーオリンピックにおける最大限の成功の

可能性を導きだすために強化費の捻出を決定し，

ボブスレー・スケルトンでは，コーチとサポー

トスタッフを増員することに加えて，ソリの開

発プログラムに多額の資金を投下した。リュー

ジュでは，OTPの支援を受けて，コーチング

スタッフの育成に努めており，ドイツ人でカ

ルガリーオリンピックのメダリストWolfgang 

Staudingerを 招 聘 し た。Wolfgangは リ ュ ー

ジュ界で圧倒的な勢力を誇るドイツの前ヘッド

コーチでもあり，リュージュプログラムに豊富

な情報，特にトラックに関する知識，トレーニ

ングプログラム及びマテリアルに関する情報を

提供した。このワールドクラスのコーチの加入

により，世界選手権において，Alex Gough選

手がカナダリュージュ史上最高の 4 位入賞を果

たしたことでも証明された。

スキージャンプでは，トリノオリンピック以

降2007年−2008年までの強化費配分の実績がな

い。強化が開始されたのは，2008年以降であり，

その97％がナショナルチームに投下され，ス

ポーツ医・科学への配分は 0 であった。この競

技にあたっては，競技人口が少ないため，育成

の可能性が見込めないと判断したと考えられる。

5 ．新たな人材の活用の実績

OTPの推進プランに，新たな競技者のリク

ルートメント戦略を実施することが掲げられ

ており，インラインスケートや自転車種目か

らスピードスケートへの転向，アイスホッケー

やフィギュアスケートからショートトラックス

ケートへの転向，体操，トランポリンからフ

リースタイルエアリアル競技への転向，そして

陸上競技やウェイトリフティング，ラグビーか

らボブスレーへの転向などの可能性を視野に入

れていた。
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実際バンクーバー大会で，メダリストとなっ

た選手の実績例として，インラインホッケーか

らアイスホッケー，エアリアルからモーグルな

ど類似した競技種目からの種目転向の実績があ

り，一方で，女子ラグビーから種目転向しボブ

スレーで金メダルを獲得したHeather Moyse選

手や，ソフトボールからアイスホッケーなどへ

の事例や，その他競技特性を活かした事例とし

て陸上競技のハードルからボブスレーや，三段

跳からボブスレーなどがあった。

6 ．考察

長期戦略計画に基づくカナダの“表彰台独

占”を目指した成果は，立案当初に掲げた数

値目標を結果的に達成することができなかっ

た。それは計画作成段階から数年の間に各国に

おいても強化方策が推進されたことによる影響

もあったと考えられる。例えばアメリカチーム

は，2007年から2010年にかけた強化費が57億円

であり，前の 3 年間と比較して55％増となった

ことによりバイアスロン，リュージュ，アルペ

ンスキーに対するマテリアル開発や人材発掘を

含めた選手強化が充実したこと，またイギリス

チームのタレント発掘から金メダルを獲得した

ボブスレーの事例のように，各国がカナダの取

り組みと同じような方策を実施してきたことが

あげられる。また，強豪国間でのメダル争いに

おいて，アメリカ，ドイツ，カナダの 3 カ国に

よるメダル占有率が向上し，メダル獲得国によ

るパワーバランスが，より一層上位国に偏った

こととなどがあげられる。さらにメダル争いに

は，韓国（金 6 ，銀 6 ，銅 2 ）のようにスピー

ドスケート（ロング，ショート）を中心とした

競技種目に特化した国がメダル争いに加わった

ことも軽視できない。

そのような中で，前回大会との比較でカナダ

の金メダル獲得率が95.44％増加し，他の 2 カ

国と比較しても統計的に有意に高い差を生じた

ことは，成果とし高い評価を得られるものであ

る。また，階層分けをし，集中的に強化費を投

下した競技においては，前回大会でメダルを獲

得できなかった競技種目でも成果をあげること

ができ，さらに計画に則って種目転向によって

新たな人材の発掘が行え，そのアスリートらが

メダル獲得に寄与したことはカナダの強みで

あったと言える。

今後，カナダがアメリカ，ドイツの強豪国に

対して国際競争の中でメダルを獲得するには，

表 2 より考えられる。カテゴリーＡのボブス

レー，フィギュアスケート，スピードスケート

競技は， 3 カ国が相互にメダル獲得争いをする

種目である。またカテゴリー Bは， 2 カ国で競

争している種目であり，カナダは，アメリカに

対してフリースタイルスキー，アイスホッケー，

ショートトラック，スノーボードである。ドイ

ツに対しては，スケルトンのみである。　　　

一方，独占的にメダルを獲得することができ

る競技は，カーリングであり，ドイツ，アメリ

カ以外の強豪国との競争力が求められるであろ

う。

7 ．まとめ

和久ら 3 ）は，北京オリンピック大会を目指

す我が国の方向性について，世界で国際競技力

向上を視野に入れたフレームには，統一性と拘

束力のある強化戦力プラン，競技力向上の拠点

整備，強化費の増加と重点投下，競技力向上プ

ログラムの 4 つに整理されるとしている。バン



12

クーバーオリンピックに向けたカナダの強化方

策も同様に強化プランが策定されたことによっ

て，過去の競技レベルを卓越する成果をあげる

ことができた。今後，国際競技大会においてカ

ナダが競技力向上を推進する上で必要とされる

ことは，国民的スポーツを成長させ，従来どの

国でも行われてきた既知の競合のある競争より

も，未開発な競技種目において資金投下や人材

育成を強化し，インテリジェンス活動を通して，

どこに勝算の糸口があるのかブルー・オーシャ

ンストラテジー 4 ）による長期プランの策定が効

率的な国際競争力に勝つことができると考える。

小谷 5 ）は，著書「日本軍のインテリジェンス」

の中で，長期的展望からインテリジェンスの重

要性とそれを扱う組織化の必要性について述べ

ている。今回のメダル獲得から国の競技力向上

に関する施策や計画を研究することは，カナダ

の事例に留まらず様々な国に範囲を拡大しなが

ら継続的に研究を推進していく意義があると考

える。
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